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青森県における曰本顎口虫の第１中間宿主に関する検討
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に至って本州最北の地理的分布が確認された日本顎□虫

について，それら３種ケンミジンコが当地方の自然界で

第１中間宿主となっている可能性を探ってみた。

本実験には青森県東部地域の沼や水田などで４～６月

に採取されたＭ/iLsclLs（Ｍｆ)，ＥｓｅｒＭａｔｕｓ(ＥＳ）

およびAuer7zaZts（Ａｖ）の３種ケンミジンコを用い，

第２期幼虫（Ｌ２）の感染性を検討した。Ｌ２はイタチ

の食道から分離された雌成虫の産出卵（４°Ｃ，４～５カ

月保存）を20°Ｃで培養し，２０～27日の間に自然孵化した

もの，および幼虫形成卵浮遊液を攪拝などの刺激で孵化

させたものを用いた。ケンミジンコヘの感染は，ケンミ

ジンコ１匹当り３虫のＬ２を小型シャーレ（径35ｍｍ）

内で同居させ，自然に捕食させる方法で行った。それら

３種の各96匹について，曝露後24時間目に実体顕微鏡下

で捕食状況を観察した。その後，３虫のＬ２を捕食した

ケンミジンコ３種の各60匹を選び，曝気水を入れた小型

シャーレに１匹ずつ移して25°Ｃのインキュベーター内で

飼育し，１２日後にＬ２捕食ケンミジンコの生存率をみた。

ついで，ケンミジンコから第３前期幼虫（ＥａＬ３）の

回収を実体顕微鏡下で剖検的に行い，分離されたＥａＬ

３の形態観察およびドジョウへの感染に供した。感染に

は２種ケンミジンコ（ＡＶ,Ｍｆ）由来のＥａＬ３を用い，

12尾のドジョウに１尾当り８または10虫を細いポリエチ

レンチューブを用いて経口投与した。感染ドジョウから

第３後期幼虫（ＡｄＬ３）の回収は，感染後16～62日の

期間内に圧平法および人工消化法（ＯｙａｍａｄａｅｔａＺ、

1995b）で行った。得られた幼虫は10％加熱ホルマリン

で固定後，ラクトフェノール液で透過し観察した。なお，

計測には接眼マイクロメーターを使用した。

虫卵培養で得られたＬ２は被鞘を備えた扁平な形態を

示し，内部の幼虫は体長218～320（平均270）ｕｍ，体

日本顎□虫Ｇ"ａｔ/zostomα〃Ippo"icumは，イタ

チの食道壁に寄生する線虫であり，広く本邦各地に分布

している（Yamaguti，1941;Miyazaki，1960；行天・

西田，1978；安藤ら，1988;OyamadaetaL1995a)。

近年，本寄生虫の人体感染例が三重県，岡山県および北

日本（秋田県，青森県）で相次いで報告され，新たな人

獣共通寄生虫の一つとして注目されている（Ａｎｄｏｅｔ

ａＺ.，1988;ＳａｔｏｅｔａＺ.，1992)。しかし，その自然界で

の生態には未解決な多くの問題が残されている。顎口虫

類の生活環完成には一つあるいは二つの中間宿主が必要

である（PrommasandDaengsvang，1933；

Miyazaki，1960;ＷａｎｇｅｔａＬ，1976)。実験的な日本

顎口虫の第１中間宿主にはケンミジンコ類，第２中間宿

主としては種々の淡水魚，両生類，爬虫類および哺乳類

などがその役割を担うとされている（Kogaandlshii，

1981;ＡｎｄｏｅｔａＬ，1992)。自然界での第１中間宿主は

未だに特定されていないが，実験的にはEILcycZops

se7Matus，CycJopsstremLs，Ｃ､uicmus，Mesocy-

cZops比ｕｈａ７ｔｊおよびThe7mocycZopshya肋ｕｓな

どのケンミジンコ５種が報告されている（宮崎，1952；

有田，1953；馬淵；1957;KogaandIshii，1981;Ando

etaZ.，1989)。中でも，Cuicj"ⅡｓおよびＴｏ/zyaZimLs

は本邦に広く分布する一般種であることから（水野，

1991)，青森県内でもその役割を果たしていることが推

測されていた。しかし，著者らは，県内の日本顎口虫浸

淫地域で多数採取される種がＥ,se77uZatus,Mac7o-

cycZops血scusおよびＡＣ"t/zocycZopsuer,LaZisであ

ることに気付いた。後２者は，これまでに第１中間宿主

としての検討がなされていない種である。そこで，最近

日
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TablelExperimentalinfectionwiththesecond-stagelarvaeofG"α/Aosromα
〃lppo"/c"mtothreespeciesofcopepodscoUec[edfromeasternAomori
Prefecture

Species

ofcopepods

Survivalrate

ofcopepod(96）

lnfectionrate

ofcopepod(％）

Recoveryrate

ofEaL3(％）

Ｍ九sc"Ｓ

Ｅ､ｓｅ〃"/αｍｓ

Ａｖｅｒｌｕα/ｉｓ

47/６０(783）

43/６０(71.2）

36/６０(60.0）

８/４７０７．０）

23/４３(53.5）

26/３６(72.2）

１５/1４１（106）

45/１２９(349）

62/１０８(57.4）

ＥａＬ３:theearlythird-stagelarvae・Ｔｈｅｄａｔａｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄｏｎｔｈｅｌ２ｔｈｄａｙａfterinfection
withthesecond-stagelarvae．

Ｐ
幅12～2６（１６）ｕｍであった。３種ケンミジンコはい

ずれもＬ２に対する捕食能を示し，２４時間以内にすべて

が曝露された３虫を捕食した。その後，それらのケンミ

ジンコを25℃で飼育し，１２日目の成績をＴａｂｌｅｌに示

した。生存率はＭｆが78.3％，ＥＳが71.2％，およびＡｖ

が60.0％であった。また，ケンミジンコにおける幼虫の

感染率と回収率は，各々Ｍｆで17.0％と10.6％，ＥＳで

53.5％と34.9％，およびＡｖで722％と57.4％であった。

ケンミジンコ体内のＥａＬ３は外部から透視され，体腔

内に旋回状を呈しながら緩慢な運動を示していた

(Ｆｉｇｓａ,ｂ)。捕食後11～13日目にケンミジンコから回

収されたＥａＬ３は，平均的に体長521～557ｌｕｍ，体幅

59～641ｕｍであり，ケンミジンコの種に係わらず，ほ

ぼ一定していた。また，その形態と計測成績から，日本

顎口虫の第３前期幼虫（Earlythird-stagelarvae）

(馬淵，1957;ＡｎｄｏｅｔａＺ.，1989）にほぼ一致すること

が確認された。２種ケンミジンコ（Ｍｆ,Ａｖ）に由来し

たＥａＬ３のドジョウに対する感染成績はＴａｂｌｅ２に示

した。Ａｖ由来ＥａＬ３を投与し，１６～62日の期間内に検

索した９尾中の７尾に感染が認められ，合計40虫が検出

された。また，Ｍf由来のＥａＬ３を投与した３尾のすべ

てが感染し，合計13虫が回収された。回収率と平均寄生

数は，前者で各々45.5％と5.7虫，後者で4ａ3％と4.3虫

であった。得られた幼虫の平均体長は，Ａｖ由来ＥａＬ３

感染例の16日目で77ｑｕｍ，３２日目で1,133,ｕｍ，および

65日目では1,29ａｕｍとなり，経時的経過に伴って緩｣慢

ながらも発育傾向を示していた。なお，Ｍf由来ＥａＬ３

を感染させた30日目の幼虫は，３２日目のＡｖ由来感染例

と同等な発育状態にあった。すべての幼虫の形態所見と

保

Figs・ａａｎｄｂＡｎＡ(．α"//１０(my(．/Opsvcr"α/isexperimentally-

infectedwiththesecond-stagelarvaeofG"ｑｒﾊosro"Ｍ１

〃lpp(〕"/(ｗ"lon21stdayafterinfection,andthelarvae

weregrowninto[heearIythird-stage（arrows）inthe

bodycavity(Bar:ａ=500’ｍ,ｂ=Ｚ００ｕｍ)．
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Table2Recoveryratesoftheadvancedthird-stagelarvaeofG"α'/zosromα〃lppo"ｊｃｚｌ腕ｆｒｏｍ
●

experimentally-infectedloaches(Ｍｊｓｇ”"M，α"8脚ﾉﾉﾉﾉcα"dbIr"s）

Hostspecies
ofEaL3

Daysafter
infection

No.ofloaches

infected/examined

No.oflarvae

recovered/infected(％）

６
２
２

１
３
６

Ⅱ
科
艸

１
３
３

３/８（37.5）

21/４０(52.5）

16/４０(40.0）

Ａｖｅ'"α"ｓ

Ｍ九sc“ 3０ 3/３ 13/３０(43.3）

Ｑ計測値は，ＡｎｄｏｅｔａＺ.（1988）およびOyamadaetaZ．

(1995b）が記載している日本顎口虫の第３後期幼虫

(Advancedthird-stagelarvae）に一致していた。

以上の成績から，新たにＭｆとＡｖが本寄生虫の実験

的第１中間宿主になり得ることが判明し，それらを含む

３種ケンミジンコが当地方の自然界でも日本顎口虫の第

１中間宿主となっていることが示唆された。
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Research Note

ASSESSMENTS OF THREE SPECIES COPEPODS AS THE FIRST INTERMEDIATE HOST

TO GNATHOSTOMA NIPPONICUM, IN AOMORI PREFECTURE, JAPAN

Takashi OYAMADA, Yoichi OHTA, Satoshi NOGUTI,

Noboru KUDO and Takashi YOSHIKAWA

Department of Veterinary Parasitology, School of Veterinary and Animal Sciences,

Kitasato University, Towada, Aomori 034, Japan

To assess the first intermediate host of Gnathostoma nipponicum in eastern Aomori Prefecture, an experimental

study was carried out. Three species of cyclopoid copepods, Acanthocyclops vernalis (Av), Eucyclops serrulatus (Es),

and Macrocyclops fuscus (Mf) collected from an endemic area of this parasite, were infected with the second-stage

larvae hatched from the incubated eggs, and the larvae developed into the early third-stage (EaL3) in each copepod after

12 days of infection at 25°C. The infection and recovery rates differed among the copepods species, and those were

72.2% and 57.4% in Av, 53.5% and 39.5% in Es, and 17.0% and 10.6% in Mf, respectively. Additionally, the EaL3

recovered from Av andMfdeveloped into the advanced third-stage larvae (AdL3) in loaches {Hisgurnus anguillicaudatus)

used as the second intermediate host.

From these results, it confirmed experimentally that new two copepods species, Av and Mf, can serve as the first

intermediate hosts. And, it also suggested that three species of copepods reported here were important, at least, as the

first intermediate hosts in the natural life cycle of G. nipponicum in eastern Aomori Prefecture.




